
農
地
の
管
理
は
適
切
に
！

　

市
内
各
地
で
耕
作
放
棄
地
な
ど
の
遊
休

農
地
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
田
原
市

で
は
、
市
内
の
遊
休
農
地
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、毎
年
「
農
地
利
用
状
況
調
査
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◉
農
地
の
有
効
利
用
を

		

い
っ
た
ん
遊
休
化
し
た
農
地
を
、
再
び

耕
作
可
能
な
状
態
に
復
元
す
る
に
は
、
多

く
の
費
用
と
労
力
が
必
要
で
す
。
作
物
を

栽
培
し
な
い
と
き
は
農
地
を
耕
し
、
管
理

耕
作
す
る
な
ど
、
農
地
の
所
有
者
と
し
て

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

自
分
で
耕
作
で
き
な
い
と
き
は
、
農
用
地

利
用
集
積
事
業
に
よ
り
認
定
農
業
者
な
ど

に
貸
す
な
ど
し
て
、
農
地
の
有
効
利
用
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

◉
農
業
委
員
会
に
相
談
を

　

農
地
の
遊
休
化
は
、
周
辺
の
住
民
や
農

地
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
耕
作
で
き
な
い
方
は
、
地
元
の
農
業

委
員
、
利
用
集
積
促
進
員
、
農
業
委
員
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
利
用
状
況
調
査
（
荒
廃
農
地
の

発
生
・
解
消
状
況
に
関
す
る
調
査
）

　
　

本
年
度
も
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

市
内
全
域
の
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
調
査
を
行
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
に

し
な
い
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

    

巡
回
農
地
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

		

農
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
お

答
え
す
る
た
め
、
農
地
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
10
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分

●
場
所
＝
渥
美
支
所
３
０
１
会
議
室

●
申
し
込
み
＝
当
日
、
受
付
に
て
（
先
着

順
）　

    

熱
中
症
を
防
ご
う

　

熱
中
症
予
防
に
は
、「
水
分
補
給
」と「
暑

さ
を
避
け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。
こ
ま

め
に
水
分
や
塩
分
を
補
給
し
た
り
、
気
温

の
高
い
時
間
の
作
業
を
避
け
た
り
し
て
、

農
作
業
中
の
熱
中
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
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地域 地目 22 年度 23 年度 24 年度

田原
田 82 86 85
畑 66 75 73

赤羽根
田 13 14 11
畑 59 59 59

渥美
田 135 135 128
畑 81 91 84

田原市　計 436 460 440

◦農地利用状況調査結果（遊休農地） 　　              （単位：ha）

▲遊休農地は、適切に管理しましょう。
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